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１．はじめに

　2017年３月に小学校学習指導要領が告示された。日
本において学習指導要領は「どの地域において教育を
受けても一定の水準の教育を受けられるように，学校
教育法（第33条，48条，52条）および学校教育法施行

規則（第52条，74条，84条）に基づき，『教育課程の
基準』」（二宮 , 2018, p.9）として定められている。柴
田（2000, p.93）によれば，1958年の学習指導要領改
訂から，「文部省告示として官報に公示され，従来の『手
引き』とか『試案』という性格規定をなくして，小・
中・高等学校の教育課程につき法的拘束力をもつ国家
基準であるとの行政解釈が強調」されたという。そし
て1958年の学習指導要領改訂に伴って，学習指導要領
に基づく「指導書」が作成された。この「指導書」の
性格について中村（1991, p.4）は，学習指導要領を「『補
足解説』，あるいは『各学校が適切な指導計画を作成
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するための参考資料として編集した』ものと書かれて
いて，『もとより学校における指導を規制するもので
はなく，その参考として示したものである』」として
いる。つまり，1958年の学習指導要領改訂から，学習
指導要領には法的拘束力があるとされたが，「指導書」
には法的拘束力はないとされた。しかし，中村（1991, 
p.7）は，「『学習指導要領』では記載されていない事
項が『指導書』にあり，それが教科書や学習指導の面
に重要な影響を与えている」と指摘する。それは，「『指
導書』の記述が教科書検定に強く反映」し，「『指導書』
の『国旗＝日の丸』『国歌＝君が代』の記述が，平成
四年度小学校使用の全ての新社会科教科書に出現する
こととなった」（中村 , 1991, p.6）ことからみても明ら
かである。
　さらに，「指導書」や「解説」に示された内容に従っ
て年間指導計画が作成されたり，各教科の検定教科書
に沿って指導計画が作成されたりしている学校が多い
理由として浅野（2014, p.53）は，1958年の学習指導
要領の改訂から「中央集権的な教育課程行政のもと，
教育内容の選択と組織に関する教師の裁量がいちじ
るしく制限されてきた事情」があるとしている。そし
て，教師たちが「文書化された教育課程を編成するこ
とと，それを実施し評価することを別のことと考える
ようになった」（浅野 , 2014, p.53）と述べている。つ
まり，学習指導要領が法的拘束力をもったと解釈され
た結果，「学校で教えるべき教育内容は中央政府によっ
て定められ」ることであり，その内容が「動かしよう
のないもの」であるという認識が生まれた。そして，
その学習指導要領を「補足解説」している「指導書」
や「解説」，さらに各教科の検定教科書によって「定
められた教育内容を効率的に子どもたちに伝達するた
めの授業技術の次元」（浅野 , 2014, p.53）に関心が向
けられていったのである。
　柴田（2000, p.9）によれば，教育課程には「国レベ
ル」，「学校レベル」，「教室レベル」の３つの階層が存
在し，教育課程の編成を考える際に区別する必要はあ
るが，それぞれの階層で全く独立して編成されるとい
うことはないという。例えば，「国レベル」の教育課
程である学習指導要領の改訂が行われれば，「学校レ
ベル」の教育課程にも何らかの影響があり，そして
当然子ども達に授業として提供される「教室レベル」
の教育課程にも影響を与える。この点について白石

（1991, p.122）は，1989年の学習指導要領の改訂によ
り，本来教員にとって参考資料として取り扱われるべ
き『小学校指導書体育編』（文部省 , 1989）において「跳
び箱運動」のはね跳びが教材として取り上げられたこ
とに対して，「多くの小学校教師が驚きを禁じ得なかっ

たことは無理からぬ話であった。それというのも，現
職の教師のなかには，これらの技を自分で実際にやっ
たことも，また教えた経験もないという人がほとんど
だったからである」と述べている。この例が示すよう
に，「国レベル」の教育課程である学習指導要領が改
訂され，その解説である『小学校指導書体育編』には
ね跳びが例示されれば，「教室レベル」の教育課程に
影響し，それまでやったことも教えたこともない技を
教師が指導するという実態が生まれるのである。
　しかし，先にも述べたが学習指導要領には法的拘束
力があるとされているが，学習指導要領指導書や学習
指導要領解説には法的拘束力がない。それにも関わら
ず，白石（1991）が指摘するような問題が起こってし
まうのは，日本の学校において，「国レベル」の教育
課程である学習指導要領や，参考資料として扱われる
べき学習指導要領解説の影響が大きいからである。そ
のため，教育課程を検討する場合には，「国レベル」
の教育課程である学習指導要領や，学習指導要領解説
を検討することから出発する必要があるだろう。さら
に丸山（2015, p.257）は，「学習指導要領の目標や内
容をただ理念の問題として捉えるのではなくて，その
目標や内容を日常の授業や実践と結びつけて検討して
いく作業が必要となる」と指摘している。そのため，
学校現場の授業や実践に影響を与えている学習指導要
領解説に例示された内容を検討していく必要がある。
　今回改訂された2017年３月告示の小学校学習指導要
領における体育科の器械運動領域においては，「マッ
ト運動」において，解説書に「ほん転技群」の運動が
位置付けられたことが大きな変更点として挙げられ
る。そこで本研究は，2008年版の小学校学習指導要領
解説体育編（以下2008年版とする）と2017年版の小学
校学習指導要領解説体育編（以下2017年版とする）を
対象として，「器械運動」領域における「素材の技術
構造を基準とした分類論」（岡出ら , 1997, p.47）の視
点から「マット運動」と「跳び箱運動」における「ほ
ん転技群」で教える内容と教える技の順序を明らかに
することを目的とする。

２．器械運動領域について

　まず，学習指導要領解説に示された器械運動領域の
内容について，岡出ら（1997, pp46-51）を参照して検
討しよう（岡出らの論文からの引用はページ数のみを
示す）。岡出らは，学習指導要領の改訂に伴う体育科
の内容領域編成に関わる分類論を「生活との関連性を
基準とした分類論」「目標や指導方法を基準とした分
類論」「素材の技術構造を基準とした分類論」「欲求に
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もとづく分類論」「学習者を想定した分類論」の５点
としている。
　岡出らによれば，初めに「生活との関連性を基準と
した分類論」（p.46）によって体育科の内容領域が編
成されていたとしている。ここでは子どもの遊びを出
発点に素材を分類したため，「単に素材を個別に羅列
するのみ」（p.46）という課題から，素材の絞り込み
や一定のグループ分けが必要だとされ，1947年の小学
校学習指導要領以降，一定の領域が設定されたという。
しかし，この分類論が「あくまで中心教材と選択教材
を振り分ける物差しにとどまった」（p.46）ことから，
目標―素材―指導法の一貫性を意図した理論である

「目標や指導方法を基準とした分類論」（p.46）が1953
年発行の学習指導要領に持ち込まれたとしている。
　1958年，1968年の学習指導要領においては，「素材
の技術構造を基準とした分類論」によって内容領域が
編成されていたとしている。しかし，「体力問題は内
容論としてなじまない」（p.47）との判断等から，体
力づくりを直接のねらいとした「体操（徒手体操）」
とそれ以外という領域に分けられた。体操以外の領域
は，技術的運動として，技術の特性に応じて「器械運
動」，「陸上運動」，「ボール運動」，「リズム運動」，「そ
の他の運動」に分類された。
　「『運動の楽しさ』を目標として初めて位置づけた
1977年指導要領」（p.48）においては，「欲求にもとづ
く分類論」（p.48）によって内容領域が編成されてい
たとしている。分類の仕方はこれまでと同様で，「体
操」とそれ以外という分類であるが，その基準は全く
異なっていたという。それは，これまでは「素材の技
術構造を基準とした分類論」で分類されていたのに対
し，1977年の学習指導要領では，欲求が分類の基準に
すえられ，いわゆる機能的特性論において内容領域が
編成された。この「欲求にもとづく分類論」において
は，例えば「水泳」は本来競技的スポーツであるのに
対し，教科として体育で扱われる「水泳」においては
克服型スポーツとして扱うという認識のねじれが生じ
てしまうという課題が挙げられた。それにも関わらず，
1989年の小学校学習指導要領においては「運動を楽し
むことを一層明確に位置付け」（p.49）た「学習者を
想定した分類論」（p.49）において内容領域が編成さ
れるようになったという。
　2008年版，2017年版においては，「素材の技術構造
を基準とした分類論」を基本としながらも，「欲求に
もとづく分類論」や「学習者を想定した分類論」を考
慮した分類論で内容領域が編成されているといえるだ
ろう。
　これらの歴史的な変遷をふまえれば，1958年の学習

指導要領以降は，「器械運動」「陸上運動」「水泳運動」
「ボール運動」「表現運動」に分類される高学年段階で
の内容編成は，「素材の技術構造を基準とした分類論」
に基づいて行われてきたと考える。 さらに，本研究
で対象とした「器械運動」は中学年から設定されてい
ることに示されるように，中学年段階から「素材の技
術構造を基準とした分類論」に基づいて行われると考
える。そこで，本研究においては，「素材の技術構造
を基準とした分類論」で中学年，高学年の器械運動領
域の内容編成について分析を行う。
　器械運動領域における「素材の技術構造を基準とし
た分類論」については，金子明友氏が注目される。金
子（1974, pp.10-14）は，器械体操の本質的運動特性
として「非日常的驚異性」（金子 , 1974, pp.10-14）を
挙げている。「非日常的驚異性」とは，「その運動を
見ただけで日常性からかけ離れていることを感じる」

（金子 , 1974, p.11）運動だとしている。金子（1974, 
pp.11-12）によれば，ガウルホファー（Gaulhofer,K.）
は，非日常的な運動を「巧技」（Bewegungskünst）
と名付け，「巧技」の中の「驚異的巧技」（Gauklerische 
Bewegungskünst）を次の３つに分けた。金子（1974, 
p.12）によれば，それらは以下の様に説明される。

徒手巧技：床運動にみられるタンブリングや倒立
手具巧技：曲芸師に見られる見事な曲技で，何らか

の道具を操作する巧みさを特徴とする
器械巧技：器械上で行われる巧技。姿勢矯正や体力

づくりだけを目的とした器械利用の運動
はこの概念には含まれない

　このガウルホファー（Gaulhofer, K.）の分類につい
て金子（1974, pp.12-13）は，「手具巧技」は，「もの
を巧みに操作できるという技能が中心であり，その運
動形態に驚異性をもつわけではない」とし，器械体操
には含めないとしている。そのため，金子（1974, p.12）
は，「徒手巧技」と「器械巧技」のうち，「姿勢矯正や
体力づくり」以外を目的としたものを器械体操として
定義づけている。

３．学習指導要領における器械運動領域

　これまでの日本における８回の学習指導要領の変遷
の中では，小学校の器械運動領域において，「マット
運動」「鉄棒運動」「跳び箱運動」の３種類が主に取り
扱われてきた。この３つの運動の分類は，「素材の技
術構造を基準とした分類論」ではなく，「徒手巧技」「器
械巧技」という金子（1974, p.12）による器械体操の



図１　人間の身体の
軸

（三木 , 2015, p.13）

図２　回転系（左）切り返し系（右）の横とびこし
（山内 , 2007, p.320）
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分類を基本としているだろう。「マット運動」はマッ
ト上で行う運動であり，「徒手巧技」にあたる。「鉄棒
運動」は鉄棒を用いて行う運動であり，「跳び箱運動」
は跳び箱を用いて行う運動である。この２つは「器械
巧技」にあたる。では，これらの３つの運動にはどの
ような「素材の技術構造」があるのだろうか。
　三木（2015, p.13）は，器械運動の技について人間
の身体に３つの軸（図１）があると仮想し，分類を試
みている。A 軸は，「左右軸」とされ，「この軸を中
心にして前方や後方に回転する」運動としている。前
転，後転，台上前転，後方支持回転などがこの A 軸
による回転運動の技となる。B 軸は，「頭の上から足
に向けて結ぶ軸」で「長軸」とされる。この「長軸」
による運動は，立った状態やジャンプしてのひねり運
動になるが，三木（2015）によれば，「長軸回転その

ものが習練対象」にはならな
いという。この「長軸」によ
る運動は，ジャンプや宙返り
などの運動と融合されて実施
される。そのため，B 軸によ
る運動については本論文では
対象としない。C 軸は，「前
後軸」とされ，この軸の代表
的な運動は側方倒立回転とな
る。つまり，器械運動の技に
おいては，A 軸と C 軸のどち
らかを軸として行う運動だと
分類することが可能というこ
とになる。

　「マット運動」においては，A 軸，C 軸の運動が存
在している。「鉄棒運動」においては，器械の特性上
A 軸の運動しか行われない。C 軸の運動ももちろん存
在しているが，技の発展性の面から体操競技はもちろ
ん，体育の授業の中で取り扱われることは少ない。「跳
び箱運動」においては，小学校の体育の授業では A
軸の運動が中心に取り扱われる。しかし，C 軸の運動
についても器械体操の跳馬の技では多く実施される。
例えば小学校の「跳び箱運動」では，切り返し系，回

転系の両方の系の技を取り扱うことが可能な「横とび
こし」（図２, 山内 , 2013, p.20）と呼ばれる教材がある。
この「横とびこし」は，C 軸の運動と見なすことがで
きる。
　以上をふまえ，本研究では，「素材の技術構造を基
準とした分類論」（岡出ら , 1997, p.47）に基づいた検
討を行うことから，小学校の体育科における「器械運
動」領域の中でも，A 軸，C 軸を中心とした回転を行
う運動という共通性のある「マット運動」と「跳び箱
運動」に焦点を当てて分析していく。
（1）金子明友による「マット運動」，「跳び箱運動」の

わざの分類
　金子（1982, 1987）は，「マット運動」と「跳び箱運動」
のわざを図３，図４のように分類している。この金子
の分類は岡出ら（1997）の「素材の技術構造を基準と
した分類論」に合致する。
　「マット運動」は，図３のように大きく「回転系」と「巧
技系」の２つの系に分類されている。「回転系」では，「接
転技群」，「翻転技群」，「宙返り技群」の群に分類され，
さらに，「接転技群」を，前転群，後転群，側転群に，

「翻転技群」を，はねおき群，倒立回転群，倒立回転
とび群に，「宙返り群」を，前方宙返り，後方宙返り，
側方宙返りにと細かく分類している。
　一方「跳び箱運動」も，図４のように大きく「回転系」
と「反転系」の２つの系に分類されている。ただし，「回
転系」では，回転とび予備練習から「屈腕倒立回転と
び」，「前転とび」へと発展し，そこから「山下とび」，

「前転とびひねり」，「側転とび」の３つに分かれている。
他方「反転系」では，反転とび予備練習から「かかえ
こみとび」へと発展し，そこから「開脚屈身とび」，「屈
身とび」と「開脚伸身とび」，「伸身とび」の２つに分
けられている。
（2） 2008年版小学校学習指導要領解説体育編におけ

る例示
　2008年版の器械運動領域において「マット運動」に
例示された技について，金子（1982, 1987）の分類を
参考に表１，表２のように整理した。表１のように，

「マット運動」では，はねおき群の技は小学校学習指
導要領解説体育編では例示されていない。はねおき群
の技が例示されるのは，2008年版の中学校学習指導要
領解説保健体育編である。そのため，はねおき群の「首
はねおき」や「頭はねおき」に関する基本的な動きを
小学校で学習していないにも関わらず，中学校で学習
することになっている。
　一方「跳び箱運動」では，「台上前転」から「首は
ね跳び」，「頭はね跳び」を学習し，「倒立回転跳び」
へと発展させている（表２）。これらの技を金子（1982）



図３　マット運動におけるわざの分類
（金子，1982を元に筆者作成）（中西ら，2017, p.742）

図４　「跳び箱運動」におけるわざの分類
（金子，1987を元に筆者作成）（中西ら， 2017, p.742）

表１　2008年版学習指導要領解説の「マット運動」の回転系における翻転技群の例示された技

表２　2008年版学習指導要領解説の「跳び箱運動」の回転系に例示された技
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の「マット運動」の分類で捉えると，「台上前転」は
接転技群の前転群，「首はね跳び」や「頭はね跳び」は，
翻転技群の中のはねおき群，「前方倒立回転跳び」は
翻転技群の倒立回転とび群と理解することができる。
すなわち「跳び箱運動」の回転系で例示されている技
は「マット運動」ではそれぞれ別々の技群として細か
く分類されている。
　2008年版の内容編成における課題として挙げられる
はねおき群の技は，金子の分類では図３のように「マッ
ト運動」における回転系の中の翻転技群におけるはね
おき群として位置づけられている。この「はねおき」

の技術構造の特徴として金子（1982, p.151）は，「左
右軸回転をつくり出すエネルギーをからだの屈伸動作
に求めていること」としている。そのため，「はねお
き」は，「左右軸に１回転完了しない形態から，頭越
し局面を含めて１回転する形態へ移り変わっていく過
程をすべて含むことになる」（金子 , 1982, p.152）とし
ている。しかし，金子による「跳び箱運動」の分類で
は，図４のようにはねとびは，回転系の中に見当たら
ない。この体系の中では，はねとびは回転系の中の「回
転とび予備練習」の中に位置づけられているにすぎな
い。回転とび予備練習には，「台上からの回転下り」，「台



図５　首はねおきの運動技術
（金子 ,1987,p.156）
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上前転」，「首はねとび」，「頭はねとび」，「屈腕はねとび」
が位置づいており，そこから「屈腕倒立回転とび」へ
とつながっている。そのため，2008年版の「跳び箱運
動」も基本的にはこの金子の分類によって例示がなさ
れていると言えるだろう。つまり，2008年版では，「マッ
ト運動」，「跳び箱運動」において，はねおき群の技を
初めて学習するのは，小学校高学年の「跳び箱運動」
における「首はね跳び」，「頭はね跳び」ということに
なる。
（3）はねおき群における素材の技術構造
　「マット運動」におけるはねおき群における「素材
の技術構造を基準とした分類論」にはどのようなもの
があるのだろうか。
　 金 子

（ 1 9 8 2 , 
pp.156-158）
は図５のよ
うに「首は
ねおき」に
必要な技術
として「は
ね上げの技
術」と「回
転加速の技
術」の２つを挙げている。そして，１つ目の「はね上
げの技術」は３つの要因から成り立っているとしてい
る。第１の要因に腰部の移動（図５Ⓐ）と脚の沈め（図
５の①から②）が必要だとしており，この構えの体勢
は，反動的に一瞬で構えなければならないとしている。
そして，第２の要因に「足のはね上げによるエネルギッ
シュなはねの動作」（図５のⒷ）が必要だとしている。
また，第３の要因に「手でマットを押し放す動作」（図
５のⒸ）が必要だとしている。２つ目の「回転加速の
技術」は「体を反る動作と頭部の背屈から成るが，両
者ははね上げ技術の第３要因の手の押し放しと関わり
をもちながら同調されることになる」としている。そ
のため，第３要因の「手でマットを押し放す動作」は，

「はね上げの技術」と「回転加速の技術」の両者をつ
なぐものと考え，本研究では，「はね上げの技術」の
第１と第２の要因を合わせたものを「はね動作」と定
義づける。金子（1982）によれば，すべてのはねおき
わざの特徴は，この「はね動作」が左右軸回転をつく
り出すエネルギーを生み出していることだとしてい
る。
（4） 進藤省次郞による回転とび技群の指導体系の検討
　金子（1987）の「跳び箱運動」における回転系の指
導体系について進藤（1988）は，金子の理論に理解を

示しながらも批判的に考察をしている。進藤（1988）は，
金子（1987）の理論には次のような矛盾点が含まれて
いると説明する。金子（1987）は，「回転とび予備練習」
の中において課題１から課題５で，「台上からの回転
下り」を位置づけている（図６）。それは，「跳び箱運動」
の回転系の技では，台上から逆さまの姿勢を経過して
下りるという運動には恐怖心が伴うため，まずは，そ
れを取り除く必要性があるためだと説明している。し
かし，これらの課題は，「『恐ろしさ』を克服するには，
あまりにも『恐ろしい』課題」（進藤 , 1988, p.74）となっ
ている。それに加えて進藤（1988）は，「跳び箱運動」
が，足－手－足の順序性を持った運動であるため，「台
上からの回転下り」では，「跳び箱運動」の「動作協
応の技術の養成になっているとは断定できない」とし
ている。つまり，台上から回転して下りることができ
ても，踏み切り，着手，回転下りという流れで行われ
る「跳び箱運動」における「動作協応の技術」にはつ
ながっているとは言い切れないということである。
　また，金子（1987）は課題６で「台上前転」を位置
づけている（図７）。「台上前転」は「マット運動」の
前転を台上で行う運動であり，「腕支持（つきはなし）
で実施する技と全く異なる運動形態と技術が求められ
る運動財」（進藤 , 1988, p.76）だとしている。この点
については，金子の分類でも「マット運動」では，接
転技群と翻転技群は別の系統の技として区別されてい
る。そのため進藤（1988, p.76）は，「『回転感覚』に
ついても，もっとも他の運動財－マット上における腕
支持回転系の技など－を用意すべきであろう。」とし
ている。 
　さらに，金子（1987）は，助走踏み切り局面での違
いについても言及し，「はねとび」における助走踏み
切り局面では，はね動作を行うために，「助走も踏み
切りも強くしないで，首部や頭部の支持に入れる程度
に故意に制限しなくてはならないという問題」（金子 , 
1987, p.37）があるとしている。しかし進藤（1988）は，

「前転とび」における助走踏み切り局面では，その運
動構造から「助走の速度や踏み切りが強化されればさ
れるほど，その回転が有利に展開し，むしろ『故意に
制限』してはならない構造になっている」と説明して
いる。つまり進藤（1988）は，「はねとび」においては，
はね動作による回転加速を行うため，助走や踏み切り
を「故意に制限」しなくてはならないのに対して，「前
転とび」においては踏み切りからの「一気のはね上げ
動作」による回転加速を行うため，助走や踏み切りを

「『故意に制限』してはならない構造」になっており，「技
術的構成要素が本質的に異なっている」と指摘してい
る。そのため，進藤（1988）は，「跳び箱運動」にお



図６　「回転とび予備練習」課題１～課題５（金子，1987）

図７　「回転とび予備練習」課題６（金子，1987）
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ける「『はねとび型』の技群と『回転とび型』の技群は，
回転系の技群の中で，二つの別の支（枝）系として別
けられ指導されるべきである」ので，「マット運動の
腕支持回転系の運動財と，構造上きわめて密接な類縁
性を持つのであり，マット運動におけるそれらの技能・
技術習熟との関係認識に基づいた教材の順序構造化が
考察されなければならない」としている。
　「跳び箱運動」における回転系の技群は，台上から
下りることに恐怖心がある上，台上に跳び上がること
にも恐怖心が伴う。このような状況において，「台上
前転」から「全く異なる運動形態と技術が求められる」

（進藤 , 1988, p.76）「首はね跳び」へと技を発展させる
ことによって，新しい技術である「はね動作」を獲得
させることは子どもたちにとって達成の困難な学習と
なるのではないだろうか。そのため，進藤（1988）が
述べるように，「マット運動」と「跳び箱運動」にお
ける「構造上きわめて密接な類縁性」を考慮して，「マッ
ト運動」において「はね動作」を習得させた上で，「跳
び箱運動」における「首はね跳び」へと学習を進める
ことが必要になってくると考える。
（5）2017年版小学校学習指導要領解説体育編に例示
された内容の検討
　2017年版の器械運動領域の内容編成は次の２点で修

正された。
　まず１点目として，中西ら（2019）は図８のように
器械運動における技の整理を指摘している。中西ら

（2019）によれば，「跳び箱運動」については，大きな
変更はなく，「鉄棒運動」「マット運動」において変更
が見られたという。
　「鉄棒運動」では，2008年版では，「上がり技」「支
持回転技」「下り技」の３つで分類されていたが，
2017年版では「前方支持回転技群前転グループ」「後
方支持回転技群後転グループ」「前方支持回転技群前
方足掛け回転グループ」「後方支持回転技群後方足掛
け回転グループ」の４つで分類されている。2008年版
の分類は，上がって，回って，下りるという運動形態



図８　学習指導要領解説における器械運動領域の技の整理
（中西ら，2019，p.17）

図９　2008年版と2017年版のマット運動において例示された技の比較（中西ら，2019,p.19，一部修正）
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で技を分類していたのに対し，2017年版では，前方，
後方という回転の方向性，腹を軸とした回転，かけた
足を軸とした回転という回転軸の違いという，「素材
の技術構造を基準とした分類論」を考慮して分類され
ていると思われる。
　そして，「マット運動」については，2008年版では

「回転技」と「倒立技」と分類されていたが，2017年
版では，図８のように「回転系」と「巧技系」と分類
された。さらに，「回転系」は「接転技群前転グルー
プ」，「接転技群後転グループ」，「ほん転技群倒立回転
グループ」という３つで分類された。そして「倒立技」
については，「巧技系」の「平均立ち技群倒立グループ」

と分類された。このように，「回転系」
「巧技系」という分類に加え，「接転
技群」「ほん転技群」という示し方を
みても，2017年版の「わざ」の分類
は基本的にはこの金子（1982）の分
類を参照していると推察される。そ
のため，2017年版の改訂においては，
器械運動の「素材の技術構造を基準
とした分類論」における研究の成果
をこれまで以上に踏襲しているもの
と読み取ることができる。
　2017年版の修正ポイントの２点目
は，2017年版の技の分類が整理され
たことにより，例示された技が増え
たことに伴って，技の難易度が高く

なったことである。「マット運動」における2008年版
と2017年版に例示された技の変化を中西ら（2019）は
図９のようにまとめている。示された技の種類は2008
年版を基本としているが，太い実線の矢印で示してあ
るように，2008年版で５・６年生に例示されていた技
の多くが2017年版では，３・４年生で例示されている。
そして，大きな変化として３・４年生に「ほん転技群
はね起きグループ」の技が新しく例示されたことが挙
げられる。３・４年生におけるこのグループの中に，
基本的な技として「首はね起き」，発展技として「頭
はね起き」が例示された。そして，３・４年生の「ほ
ん転技群はね起きグループ」は５・６年生では，「ほ



表３　ほん転技群はねおきグループの技の例示
（中西ら，2017, p.740）

表４　2017年版に例示されたほん転技群（マット運動）
回転系（跳び箱運動）の技（筆者作成）

─ 371 ─

小学校体育科の器械運動領域の内容編成に関する一考察―　翻転技群の運動に着目して　―

ん転技群倒立回転グループ」に吸収される。このグルー
プでは，「頭はね起き」が例示され，更なる発展技と
して「前方倒立回転」「前方倒立回転跳び」が示された。
これらの４つの技は，いずれも2017年版において新し
く例示された技である。
　このように，2017年版の「マット運動」において，「ほ
ん転技群はね起きグループ」の技が新しく例示された
ことにより，2008年版において「マット運動」に例示
がなされていなかった「はね動作」を内容に設定した
授業が展開される可能性が高まった。そのため，「マッ
ト運動」で「はね動作」を学習した後，恐怖心が伴い
助走や踏切などの新たな技術習得が要求される「跳び
箱運動」において「はね動作」を用いた技を学習する
という「マット運動」と「跳び箱運動」の「教材の順
序構造化」（進藤 , 1988）を考慮した学習が可能となる。
そのため，2017年版の内容編成については，進藤（1988）
が指摘するように，「跳び箱運動」における「はねと
び型」の技群と「回転とび型」の技群は，「マット運
動の腕支持回転系の運動財と，構造上きわめて密接な
類縁性を持つのであり，マット運動におけるそれらの
技能・技術習熟との関係認識に基づいた教材の順序構
造化が考察されなければならない」点について改善さ
れていると捉えられる。つまり，「マット運動」と「跳
び箱運動」の学習における「ほん転技群」において，「素
材の技術構造を基準とした分類論」に基づく内容編成
が考察された結果だと考える。
（6）2017年版小学校学習指導要領解説体育編に例示

された技の検討
　2017年版で示された「マット運動」と「跳び箱運動」
の「ほん転技群」の内容編成について「日常の授業や
実践と結びつけて検討」（丸山 , 2015, p.257）していく。
中西ら（2017）は，これまでの小学校学習指導要領解
説に「ほん転技群はねおきグループ」の技が例示され
ていたかどうかを表３のように整理している。小学校
では，1989年版の小学校指導書体育編（文部省 , 1989, 
pp.59-62）の「マット運動」において「頭はね起き」
が初めて例示され，その後約20年にわたって例示され
ていない。そのため，2017年版において「ほん転技群
はねおきグループ」の技が約20年ぶ
りに例示されたことになる。これは
白石（1991, p.122）が指摘するように，
教師がやったことも教えた事もない
技を指導しなくてはならないという
問題が2017年版の改訂においても起
こりうることが容易に想定される。
　また，2017年版において，「器械運
動領域」が始まる中学年の「ほん転

技群はね起きグループ」に例示された技は，「首はね
起き」である。この「首はね起き」は，2008年版にお
いては，中学校の基本的な技として例示されていた技
である。小林ら（2010）の調査によれば，この「首は
ね起き」の達成度は中学生においても極めて低いもの
であったと報告されている。中学生においても達成度
が低い技を小学校の中学年において取り扱っても，達
成度が高まりにくいことは容易に想定される。そのた
め，この点に関しては，「マット運動」における「は
ね動作」を学習するための教材開発が喫緊の課題とし
て挙げられる。
　さらに，2017年版の「マット運動」における「ほん
転技群回転系」の技と「跳び箱運動」における「回転
跳びグループ」に例示された技を，表４のように整理
した。この中において，「はね動作」を用いる技につ
いては，３・４年生の「マット運動」で「首はね起き」，「跳
び箱運動」で「首はね跳び」が例示されている。そし
て，５・６年生の「マット運動」で「頭はね起き」，「跳
び箱運動」で「頭はね跳び」が例示されている。2017
年版では，器械運動の「素材の技術構造を基準とした
分類論」における研究の成果をこれまで以上に踏襲し，

「マット運動」や「跳び箱運動」における技の例示が
なされている。しかし，2017年版に，進藤（1988）が
述べるような「マット運動」と「跳び箱運動」の「技
能・技術習熟との関係認識に基づいた教材の順序構造
化」については明確には示されていない。そのため，

「マット運動」の「首はね起き」，「跳び箱運動」の「首
はね跳び」のどちらを先に学習で取り扱うことも可能
である。これでは，進藤（1988）が述べるような，「マッ
ト運動」や「跳び箱運動」の学習において，「素材の
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技術構造を基準とした分類論」に基づく内容編成が考
察された意図が反映されない可能性がある。そのため，
進藤（1988）が述べる，「マット運動」と「跳び箱運動」
の「技能・技術習熟との関係認識に基づいた教材の順
序構造化」を具体化した授業や実践の検証が課題とし
て挙げられる。

４．まとめ

　本研究では，2008年版の小学校学習指導要領解説体
育編と2017年版の小学校学習指導要領解説体育編を対
象として，「器械運動」領域における「素材の技術構
造を基準とした分類論」の視点から「マット運動」と

「跳び箱運動」における「ほん転技群」で教える内容
と教える技の順序を明らかにすることを目的とした。
その結果，2017年版において，「マット運動」に「ほ
ん転技群」の技が例示されたことは，「素材の技術構
造を基準とした分類論」に基づく内容編成が考察され
た結果だと解釈することができた。しかし，2017年版
に「マット運動」と「跳び箱運動」の「技能・技術習
熟との関係認識に基づいた教材の順序構造化」につい
ては明確には示されていないため，「マット運動」や

「跳び箱運動」の学習において，「素材の技術構造を基
準とした分類論」に基づく内容編成が考察された意図
が反映されない可能性がある。さらに，「マット運動」
において例示された技が「首はね跳び」という極めて
難しい技であるため，達成度が低い技を教材として授
業が計画されるという課題が示された。これらの点に
ついては，今後の課題として，具体的な教材の開発と
その実施による効果の検証が必要だと考える。
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